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平成２７年度高校生活と親子関係に関するアンケート結果について 

９月に教育相談課で実施した『高校生活と親子関係に関するアンケート』

の結果の一部を載せています。学校生活の様子、日頃の生活など、お子さん

との話題の一つにしてみてください。 
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『学校は楽しいですか？』
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『いま悩みがありますか？』

① 大満足

36%

② おおむ

ね満足

59%

③ やや不

満

3%

④ 不満

2%

『家庭に満足していますか？』
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（人） 『家庭生活での不満の理由』

① ある

24%
② ない

76%

『イラ立ち、腹立ちがありますか？』
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（人）
『悩みの相談は誰にしますか？』
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（人） 『イラ立ち、腹立ちの原因』

① ある

96%

② ない

4%

『SNS・LINEの利用率』

① ある

4%

② ない

96%

『インターネットやSNS・LINEでのトラブル経験率』

・学校が「とても楽しい」または「おおむね楽しい」と答えた 

生徒は全体で８２％と多かった。 

・悩みが「ある」と答えた生徒は全体で２５％だった。 

学年別でみると３年２０％、２年２７％、１年２７％だった。 

・悩みの原因としては、多いものから順に「進路や将来のこ 

と」「勉強や成績のこと」「部活動のこと」だった。 

・家庭に「大満足」または「おおむね満足」と答えた生徒は 

全体で９５％と、ほとんどの生徒家庭に満足している。 

・イラ立ちや腹立ちが「ある」と答えた生徒は２４％で、学年別で

みると３年１７％、２年２３％、１年３１％と学年が上がるにつれ

て下がっていた。 

・ＳＮＳやＬＩＮＥなどを「利用している」と答えた生徒は,全体で 

９６％と、ほとんどの生徒が利用している。 

・トラブルの経験が「ある」と答えた生徒は、全体の４％と少な

かった。 



淺倉先生のコラム 

水島工業高校の生徒・保護者の皆様、こんにちは、本校スクールカウンセラー

の淺倉です。子どもたちが高校生になってから、学校や友人のことを話さなくな

ったという保護者の話を聞くことがあります。 

高校生の時期とは、人間関係が家族から友人関係に重きが置かれる時期であり、

大人になる手前として自立を意識し始める時期でもあります。自分自身の考えで

動きますので、中々大人からの助言が入りにくい、扱いにくくなったと感じられ

る保護者の方もおられるのではないでしょうか。 

ですが、子どもたちの視点で見れば、大人になるために自分の力で今を頑張っ

ている時期です。その最中にどうしたら良いのか悩み、迷うことがあります。自

分の力で解決できる時もあれば、途方に暮れる時もあるでしょう。途方に暮れた

時こそ、子どもたちは大人に対して、慎ましく、小さなサインを出します。最近、

元気が無い。言葉数が少なくなった。「助けて」と言えない替わりに、非言語的

なメッセージが多くなります。 

そのような時は、子どもにさり気なく声をかけて欲しいです。何も言わない、

八つ当たりのように声を荒げるかもしれません。けれど、あなたが心配している

ことは、子どもに少しずつ伝わっていきます。 

 「実は…」と悩んでいることを話し始めるかもしれません。そのような時は、

『聞き上手』になって下さい。『聞き上手』と言いましても、難しいことを子ど

もに話すのではありません。只々、子どもが話すことに「うん」「そう」などと

相づちを入れながら聞いて下さい。まずはそれだけで十分です。あなたの意見を

伝えたいときは、子どもが最後まで話し終えてから、「私は○○と思う」「私はこ

う考える」などと伝えてみてはどうでしょうか。 

毎年、このコラムで書かせて頂いていますが、保護者自身が夜遅くに帰宅し、

家事をされるなどで大変という話を聞きます。子どもの成長は大切ですが、保護

者の健康も同じぐらい大切です。お仕事などでご自身の時間を取ることが難しい

かもしれませんが、少しでも趣味などの時間をお持ちいただけたらと思います。 

心配されることがありましたら、お気軽に御相談下さい。 

 

教育相談のお知らせ 
今年度も、生徒や保護者の方々の様々な悩みに対してアドバイスをいただく

ため、スクールカウンセラーの淺倉郁雄先生に定期的に来校されています。 

 

～スクールカウンセラー淺倉先生の２学期来校日～ 

１０：００～１７：００  １３：００～１７：００  

１１月 ６日（金） １１月１３日（金） 

１１月１０日（火） １２月 ４日（金） 

１１月１７日（火）  

１１月２０日（金） 

１１月２４日（火） 

１１月２７日（金） 

１２月 １日（火） 

１２月 ８日（火） 

１２月１５日（火） 

１２月２２日（火） 

 

自分だけでは解決できない悩みや相談をかかえておられる生徒や保護者の

皆さん、一人で悩まず、お気軽に相談ください。相談希望の方は、担任を通

じて、あるいは直接、本校の教育相談課へご連絡ください。なお、本校職員

による通常の相談はいつでも承っておりますので、気兼ねなくお早めにお電

話くださるか、ご来校くださいますよう併せてお願い申し上げます。 

 

連絡先：℡（０８６）４６５－２５０４ 

教育相談課 担当：高島、倉田、板野 


